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十津川方言音声のグロットグラム

一一ガ行子音・ダ行子音一一

O. はじめに

真田信治

尾 崎 喜 光

真田の担当する社会言語学演習では毎年近畿地方各地をフィールドに方

言調査を行なっている。すでにこれまで大阪・和歌山府県境域(1983年〉、

紀ノ川流域 (1984年〉、和歌山県中部域 (1985年〉と調査を進め、それぞ

ぞれ報告も行なってきた〈徳川|・真田1986、1988)0 1986年度にはこれら

に引き続き十津川流域をフィールドとして調査を行なった。本稿はその調

査結果のなかで、音韻の項目として調査を行なったガ行子音とダ行子音の

動態について考察するものである。

1. 調査の概要

調査の経過についてはし、ずれ別に詳細な報告がなされる予定であるので

ここでは簡単に述べておくことにする。

調査期間は 1986年7月25日-29日、および1987年3月7日-8日であ

る。

調査地点は十津川沿い (or国道168号線沿しうに、南端の河口和歌山県
Vングタ才オジ ゴセムロ

新宮市王子町から北端の盆地部奈良県御所市室までの問、 26地点である。

直線距離にしておよそ90kmある。調査は南の新宮市側から北上する形で行



44 

なった。

イγフォマントはこれら26地点から、その地点生え抜きの方を 4つの年

層(若年(10-29歳入壮年(30-49歳〉、実年〈印-69歳〉、高年(70歳-))

各1名ずつ(性別は間わない〉、合計104名選んだ。最終的には調査結果を

グロットグラム(地理×年齢の分布図〉の形にまとめることをめざした。

調査者は、大阪大学文学部社会言語学講座に当時在籍していた院生・研

究生が中心となった。

音韻のセクショ γの調査方法は、カードに書かれた単語をインフォマシ

トに読んでもらうというやり方ですすめた。読んでもらった順に全項目示

すと次のとおりである。

<名古屋> く鍵><絵:)<午前> <午後>
あだ

く踊り><絵)く腕><絵)<井戸><絵:)<枝><絵)<仇>

上段がガ行子音を、下段がダ行子音を見るための項目である。(絵〉と

あるものは、理解を助けるためにカードにさし絵を添えた項目である。読

みのむずかしい<仇>にはやむをえずJレピを振ったが、これ以外は全てル

ピは振っていない。

項目の選定は真田が行なった。調査者は調査時にこれらの発音について

調査票にチェッグしたが、のちに改めて尾崎が全部聴きなおした。本稿で

の分析に用いられるデータはこの尾崎の判定によるものである。

データの分析・作図等にあたっては、大阪大学大型計算機センターにお

いて荻野綱男氏開発の GLAPSを利用させていただいた。(その際特に田

原広史民〈愛知教育大学〉からは全面的な協力を得た。またデータ入力で

は宮治弘明氏・村中淑子氏・井上文子氏らの協力を得た。〉
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2. 分析

2.1 ガ行子音

ガ行子音については、語頭の位置と語中の位置とについて調査した。

<午前>のゴが前者にあたり、これ以外は全て後者にあたる(<午後>は

「後」がチェックポイント〉。まず語頭のガ行子音ーから見てし、く。

語頭のガ行子音を問題にしたのは、これが[I)Jで発音される地域がこ

の付近にあるからである。村内英一(1982)は和歌山県にこれが在ること

を報告しているし、徳川|・真田(1986)では紀ノ川流域の老年層に全域的

にこれが存在することを確認している。しかし徳川・真田 (1988)は、和

歌山県中部域(田辺市・龍神村)にはほとんどこれが見られないことを報

告している。

我々の調査の結果は図 1のとおりである。図はタテに地点を(上が北

側〉、ヨコに年齢層を(左側ほど若い)とってある。 Gは [gJ音である

ことを示している(なお空欄は欠測値〉。この図によると、<午前>のゴ

の子音は全地点・全年齢層とも [gJであって、この地域には語頭の[I)J

は全く存在していないことが判る。

次に語中のカー行子音について見ていく。

まず図2を御覧いただきたい。これは、国立国語研究所編『日本言語地

図第 1集』の第 1図「カガミ(鏡)の一Gーの音」を真田が略図化したもの

である(出典は徳川宗賢編1979)。これによって日本全土の語中のガ行子

音の分布を眺めることができる。大局的には、近畿以東の[I)Jと中国以

西の [gJの対立のようである。紀伊半島の部分に注目すると、全般的に

[I)Jが分布する中で十津川流域付近に[旬、 -gJが見られる。そこで我

々のこの調査では、 [-gJ[η]さらには [gJの3音がどのように分布し、

どのように変化していっているのかについて注目した。
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図3-図6を御覧いただきたい。図中、 Gは先ほどと同じく [gJを、 N

は[I)Jを、労は [-gJを表している。図の下の( )内はケース数である。

まず[町'gJの分布を見てみることにする。 [-gJのケース数の多い<鍵>

<午後><名古屋>を見るとはっきり判るが、このドgJはほぼ十津川村

北端の地点Qから南に分布する。そしてこれは十津川河口の新宮市のよう

な都市部にまで連続している。かなり広域に分布していることが判る。図

2の分布をほぼ確認する結果となった。しかし地点Q以南においても [-gJ

は連綿として続いているという訳ではなく、[I)Jや [gJによって虫食い
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図3 図4
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状態にある。また年齢差とし、う側面に注目してみるならば、高年層 (70-)

から壮年層 (30-)にかけては、虫食い状態ながらも [-gJはけっこう保た

れているものの、若年層 (10うになるとトgJは急速に減少してきてお

り、この方言音の衰退が特に最近著しい事がうかがわれる。

トgJの出現には語による差もL、くぶん見られる。特に<鏡>は他の 3

語に比べて [-gJが著しく少ない。他の 3語で [-gJであった話者はく鏡>

では [gJではなく[I)Jとなるケースが多いことから考えると、く鏡>の



48 

図5

YA-1 名古屋
+----------------ー+

p
u
p
U
F
U
M
N
F
U
F
U
P
U
F
u
p
u
p
u
"ゐ

F
U
P
U
P
U
F
U
M肉

M
N
N
A
P
U
M問

F
u
p
u
"
A
M問

FU

'
A
T
4
'
A
，
A
'
A
'
A
'
A
y
e
'
A
T
E
-
'
A
'
A
'
A
，
A
'
A
，
A
y
a
，
A
'
A
'
A
'
A
 

p
u
p
U
F
U
P
U
M刊

M問

P
U
M
N
M
N
P
U
M問

w
h
M問

M問

M刊

P
U
M問

M問

wh

M
m
M刊

P
U
M刊

p
u
w
h

M問

M刊

M阿

M問

R
U
M問

M開
制
刊

M阿

wh

I
I
I
-
I
Z
I
l
-
-
I
I
I
-
Z
T
Z
 

一
ゆ
一
エ
シ
ヨ
シ
ノ
一
オ
オ
ト
ウ
一
ト
ツ
カ
ワ
一
本
ン
グ
ウ
一

U
ワ
一
シ
ン
グ
ウ

セ

一

均

一

嶋

一

ウ

一

一

一

少

ガ

一

チ

チ

ゴ

一

ゴ

一

ト

卜

u

一

J

u

一

ワ

ヤ

一

司

守

-

一

ウ

ワ

ト

ト

由

ト

3

h

r

ラ

チ

=

ロ

u

キ

Z

2

u

-
-
?
"
W
2
2
仇

u
g
-
-
u
u
-
u明
ゐ

g
，
J
刷

J
u
n
u
鴨
n
，
a
'
d
E
u
m
霊

7
仇

M
h
d
-
a
，
+
m
h
d

o
z
ハ
9
u
-
7
・
B
3
イ
b
=
z
コ
廿
ハ
リ
ラ
す
キ
z
b
J
B
キ
抱
三
オ

'
u
z
J
ワ
・
3
9
廿
引
ウ
7
9
ウ
9
b
オ
オ
ヒ
+
J
ハ
ウ
ウ
=
J
9
b
オ

ヲ

ι
V
E
V
A
H
W
M
V
H
U
〒

a
e
A
M
O
R
n
u
p
e
A
U
M閃

M
n
'』

ν
A
，
U
T
-
-
u
n
e
u
E
E
C
-包

n
u
p
-
-
a
u
a例

I
I
I
-
I
Z
I
l
-
-
I
I
I
I
-
Z
I
l
-
-
I
I
I
I
I
-

M同

M刊

M問

M
N
M
N
M
m
M
N
M
N
M
m
M問

M問
削
間
"
ゐ

w
h
M
N
M問

P
U
M開

M問

M
N
p
u
w
h
wゐ

wゐ

M
m
M刊

M刊

P
U
M刊

W
ι
n
M
N
p
u
p
u
w
h
wゐ

M刊

w
h
w
h
句
ゐ

W
A
M刊

+・・・・・圃・・・・・・・・・・・+
10・ 30・ 50・ 70・ AGE

NO OF CASES = 104 

n
u
M問

wh

32) 
50) 
19) 

目。

図6

:.: :-....~::: 

GOGO 午後
… +・・ー・・・・・・・・・・・・・・・+

F
U
F
U
F
U
F
U
P
U
F
u
p
u
p
u
p
u
p
U
戸

U
F
U
P
U
P
U
F
U
F
U
Wゐ

F
U
P
U
P
U
戸

U
F
U
P
U
P
U
許

U

T
A
T
-
-
A
'
A
T
-
-
A
'
A
'
A
T
A
 

p
u
p
U
F
U
F
U
P
U
M問

p
u
p
u
戸

U
F
u
w
h
n
o
p
u
w
h
w
h
wゐ

M刊

M問

Wゐ

W
L
n
w
h
F
U
Wゐ

n
u
p
u

n
u
F
M
M
M問
戸

U
F
M
W
P
U
M問

F
U
M刊

Wゐ

z

一

ゆ

三

シ

ヨ

シ

ノ

事

オ

ト

ウ

一

ト

ツ

カ

ワ

一

ヂ

d
i
z
uワ
一
シ
ン
グ
ウ

ー

一

ジ

『

鴨

-

ウ

-

一

-

9

4

H

一

手

予

:

一

ゴ

一

ト

ト

.

u

鴨

一

J

u

-

ワ

ヤ

一

守

守

E

-

9

ワ

ト

ト

Z

E

S

ヤ

ラ

チ

ニ

口

、

宇

』

u

u

u

-
-
?
"
鴨
ヨ
カ
皐
弘
、
-
u司

t

J
川

J
U
四
、
9
9
イ
u
m
g
，
も
H
h
d
-
a
，
市
・
3

ロ
z
n
a
p
u
T
カ
ヨ
イ
b
=
z
コ
廿
内
リ
ラ
す
キ
z
h
J
h
d
辛
抱
目
立
オ

'
u
λ
J

円二
3

9

廿

引

ウ

7

9

ウ

9

h

M

オ

オ

E

T

ハ

ウ

ウ

=

J

9

カ

オ

'
ι
v
E
V
A
H
W
M
V
H
U
T
E
e
a
D
R
A
M‘
B
r
n
u
M刊

M
n
E
L
V
恥
，
U
T
E
-
u
n
p
H
U
F
r
E
r・民
u
p
b
Bロ
A昌

n

T
-
Y
・T
・-
A
T
-
τ
-
T
-
T
-
T
-
T
-
T
-
T
-
T
-
Y
・T
・-
A
T
-
-
A
'
A
T
-
T
a
T
'
'
A
T
-
-
A
'
A

M同

M同

M同

n
u
p
U
M問

w
h
M刊

M刊

M同

P
U
M問

M附

w
h
wゐ

WLm
仰
ゐ

F
U
P
U
M刊
ψ
ゐ

F
U
M問

M刊

F
U
M問

M問

w
h
M
N
"
A
m
p
u
p
u
F
U
W
4
m
F
u
w
h
w
h
p
u
w
h
w
A
m
M同

F
巳nu 

a内
+
 

.
，
a守

-
-
n
u
 

-
n
U
4
z
 

-ヲ'
・
・

2

・
n
u

-
q
d
府、“

--E 

-
-
m
a
 

-
n
U
A内

m
'
3
P
L
 

m
 -

-
p
r
 

-
n
u
a
u
 

-
a
t
 

-

n

u

 

+

N

 

56) 
22) 
23) 

内

u
n匂
自

uu-4・

n
u
M問

Wゐ

ない。

ミの鼻音の影響を受けて子音の部分全体が鼻音化されたためなのかもしれ

さてこの [-gJの周辺には[1)Jと [gJとが分布しているが、高い年層

の部分に注目すると基本的には[1)Jの分布域のようである。<鍵>

<名古屋>を見るとそれがよく判る。特に北隣りに強い。これもほぼ図2

を確認する結果となった。しかしこの旬]の分布域も若い年層になるに

従って [gJに置き換えられてきている。この新勢力 [gJの分布の仕方(特
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に地点Z.......R間〉を注意して見ると、南側では [gJは若年層に限定され、

北側ほど [gJが高い年齢層にまで及んでいる。この事から [gJは北の盆

地部から侵入して来た音であるらしいことがわかる。きて若年層 (10-)

では全地点が [gJで連続してしまっているような感があるが、社年層以

上で[ー'9Jの出てくる地点については、し、かにも方言性を感じさせるこの

入り渡り鼻音を取り去り共通語的にしたその結果なのかもしれない(つま

り[刀]一[寸=[g])。社年以上の [-gJの分布の内部に見られる [gJにつ

いても同じ事が言えるかもしれない。若年層においてはこのほかに、 [gJ

は、 [IJJに対して新たな prestigeを持った発音として (Hibiya1988参照)

テレピ等を媒介に広まった可能性も考えられる。いずれにせよ、南部(地

点Q以南〉の [-gJと北部の [IJJはともに将来完全に消滅し、やがては全

域全年層 [gJになることが予想される。

なお、最後に語毎に [gJの頻度を比べてみると、<午後>でかなり [gJ

が高いことが判るくカ?コ内のケース数を参照〉。これは、この語でこの

音は形態素の頭に来ており、さらにまた「後」は別の語で語頭としても現

われうるためであろう。また「午」の [gJの影響が及んでいることも考

えられる。

2.2 ダ行子音

近畿諸方言に見られるザ行・ダ行子音の混同についてはこれまでもしば

しば指摘されて来ているところである。これにさらにラ行子音もからんで

一層複雑になる。今回の調査では、標準語でダ行子音が対応する語ばかり

5語を調査した。そして問題の子音の直前の母音の種類によって実現の仕

方がどう変って来るかをも見ょうとした(なお直後の母音は広母音 [a、

e 、oJで統一〉。一部結論から先に言うと、問題の子音が [rJで実現

されることは皆無に近かった(<校>と<仇>で各1名一一地点Xの若年
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図7 図B
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層の[r Jがそれ一一)。しかしその一方で、先のガ行子音における [-gJ

とちょうど平行的に、この地域には [-dJが出てきた。そこでダ行子音の

分析では、問題の子音が [dJドdJ [z Jの3音のうちいずれで実現さ

れるかという点から見て行くことにする。〈なお [zJか [dzJかの判定

は l回の発音からは難しいケースが少なくなかったので、これらは区別せ

ずに [zJとしてまとめた。)

まずは [-dJから見ていくことにする。図7-図11を御覧いただきた
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図 9 図10
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い。これらの図によると [-dJは十津川村、それもどちらかと言うと南部

の方にかたまって分布しているようである。高年層 (70うではもう少し

北の方にまで分布域が広がっている。<踊り>では特に地点Qにまでのび

ている。これより、 [dJが北部から侵入して来る以前は、少なくとも十

津川村北端まで全域的に [-dJが一般的に行なわれていたと推定される。

先の [-9Jが十津川村北端から南の新宮市にまで広がっていたのと比ベ、

[ーdJの分布域はかなり狭められている。これについては、次のようなこ



52 

図11 とが考えられるかもしれない。
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D 87) d 
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z 9) (d)z 

だろうか。なおこのドdJも

[-gJと同様だんだんと廃れてきている音であり、特に若年層 (10-) では

皆無の状態である。

さてこの [-dJの周囲は [dJであって、これはかなり強く分布して

いる。そしてこの [dJの中のところどころに [zJが分布している。

[zJの分布はそれほど大きなまとまりを示してはし、ないようだが、それ

でも地点、W-yに壮年層以上にやや強い分布が見られ、さらに地点 B -

D、地点G、地点Sなどにもいくらかまとまった分布が見られる。もっと
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もこれらの地点においても若年層に至つては [zJは完全に失われてい

る。先のトdJも若年層では完全に失われており、若年層においては全

域(地点、Xは例外〉標準語音 [dJが支配しているのである。

最後に直前の母音による差について。さほど顕著な差は見られないよう

であるが、やや細かく見ると、 [-dJは直前の母音が[i、u、 eJの時

よりも [a、oJの時の方が現われやすいようであるし、また [zJはそ

れが[i、u、 oJの時よりも [a、 eJの時の方が現われやすいようで

ある。しかしこれは語素的な差であるのかもしれず、母音の差と断定する

には慎重を要しよう。
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